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　中原小学校とひばりが丘中学校の学
校施設老朽化に伴う建て替えの準備に
向けた課題整理を行うことを目的として、
今年度から児童・生徒の保護者、学校
運営連絡協議会委員、学校安全連絡会
委員、民生・児童委員、青少年育成会
の会員、保育園・幼稚園に通う園児の保
護者、学校長などで構成される「西東京
市立中原小学校及び西東京市立ひばり
が丘中学校建替準備検討協議会（以下
「建替準備検討協議会」）」を設置します。
　建替準備検討協議会では、建て替え
に係る課題・問題の整理を行い、平成
26年度に設置を予定している「（仮称）
建替協議会」における検討課題の素案
をまとめていく予定です。
　なお、建替準備検討協議会の会議は
傍聴できます。

　将来的に田無小学校の児童数の増加
が見込まれることから、通学区域の見直
しなどに関する検討を行うため、学校長、
学校関係者や児童の保護者などで構成
される「西東京市小中学校通学区域見直
し等に関する田無町・西原町・緑町・芝
久保町地域協議会」を平成24年度に設置
し、協議・検討を行う予定です。
　今回の通学区域の見直しの対象とな
る学校は、田無小学校・芝久保小学校・
けやき小学校の３校となる予定です。
　なお、会議は傍聴することができます。

田無庁舎２階に授乳室が設置されました。乳幼児を連れて来庁の際は、お気軽にご利用ください。

　市教育委員会では、市立中学校の生徒が職場体験を通
じて、働くことの意義、楽しさを実感したり、社会の一
員としての自覚を高めたりするなど、自分の生き方を見
つけられるように支援しています。
　対象を市立中学校の第２学年、実施日数を3日間とし
て、右表のとおり実施を予定しています。各学校から問
い合わせがあった際には、支障のない範囲でご協力をお
願いします。
　また、この活動にご協力いただける事業所がありまし
たら、教育指導課までご連絡ください。
◆教育指導課 o（p042－438－4075）

～中原小学校とひばりが丘中学校の建
　て替えの方向性をまとめました～
　平成23年度から、教育委員会では、
市長部局の関係部課長も含めた庁内横
断的な委員構成による「学校施設適正
規模・適正配置に関する庁内検討委員
会（以下「庁内検討委員会」）」を設置し、
学校施設の適正規模・適正配置に関す
る検討を進めてきました。
　平成23年度では、これまで特に懸
案となっていた中原小学校とひばりが
丘中学校の学校施設老朽化に伴う建て
替えや、小規模化が進行する学校の統
廃合などについて、より具体的・多角
的な視点からの検討を進め、方向性を
まとめました。詳しくは、市役所両庁
舎情報公開コーナーのほか、市k上
で公開している、庁内検討委員会の「平
成23年度における検討結果最終報告
書」をご覧ください。
　教育委員会では、今後の建て替えま
での既存の学校施設の利用などについ
ても、現状の課題などを十分に整理し、
安全面などを最大限考慮したうえで、
児童・生徒はもとより、保護者や学校
関係者、地域住民の方にとっても、よ
り良い学校であり続けるよう適切な管
理・運営に努めてまいります。
　また、地形的にも密接していて、小
規模化が進行している住吉小学校・泉
小学校・保谷小学校・本町小学校の４
校の統廃合などについては、平成23年
度に児童・生徒数の将来推計調査を実
施しましたので、その結果などを踏まえ、
平成24年度に更なる検証を加えたうえ
で、方向性をまとめていく予定です。

　西東京市小中学校通学区域見直し等
に関する保谷町・富士町・中町・東町
地域協議会では、平成23年６月の設
置以来、６回にわたる会議で検討を重
ね、報告書を取りまとめました。この
地域協議会の報告書は、平成24年２
月９日に会長・副会長から教育長職務
代理者に提出され、その後、平成24
年２月25日開催の教育委員会定例会
に報告されました。
　これを受けて、現在は通学区域に関
する規則の改正に向けた準備を進めて
います。　　　
　今後、規則の改正が教育委員会にて
可決された場合は、平成25年４月１
日から新たな通学区域が施行される予
定です。その際には、事前に市報や「西
東京の教育」、市kなどでご案内させ
ていただきます。また平成24年８月
ごろには、該当地域にお住まいの児童
の保護者の方を対象とした事前説明会
を開催する予定です。
　なお、「西東京市小中学校通学区域
見直し等に関する保谷町・富士町・中
町・東町地域協議会報告書」は、市役
所両庁舎情報公開コーナーのほか、市
k上でも閲覧することができます。

　平成23年度から設置し、学校施設の
適正規模・適正配置に関する検討を進め
ている庁内検討委員会では、平成24年
度において、地形的にも密接しており、
小規模化が進行している住吉小学校・泉
小学校・保谷小学校・本町小学校の４校
の統廃合について、更なる検証を加え、
平成24年度中に統廃合の方向性をまと
めていく予定です。
 

　また、平成23年度に学校施設の老朽
化に伴う建て替えの方向性を決定した中
原小学校・ひばりが丘中学校以外の学校
についても、今後老朽化が進んでいくこ
とから、学校施設の建て替えや大規模改
修等の中長期的な計画の策定にも早期に
取り組んでまいります。
　市民の皆さんにも、検討整理が整った
段階で、随時情報提供等を行いますので、
ご理解とご協力をよろしくお願いします。

　「学校施設適正規模・適正配置」とは、各学校の児童・生徒数や学級数、また、
各学校間の地形的な配置バランスなどを総合的に考慮したうえで、市内の各学校
を適正な規模、適正な配置にすることで、西東京市で学ぶすべての子どもたちに
とって、より良い教育環境を実現することを目指すものです。
　現在の西東京市の各学校の状況を見てみると、少子化などの影響により児童・
生徒数が減少し、１クラス編成となる学年が生じている学校がある一方で、大規
模な敷地を有する工場の移転などに伴い、その跡地への大型マンションの建設や

宅地開発などが行われ、市内の特定の地域で児童・生徒数の急激な増加が見られ
ます。その結果、教室数が不足すると見込まれる学校もあるなど、地域により児
童・生徒の偏在が著しくなっています。
　こうした状況を改善するため、教育委員会では、通学区域の見直し、施設の老
朽化が進む学校の建て替えや改修、小規模化が進行する学校の統廃合など学校施
設の適正規模・適正配置に関する検討を進めています。

◆教育企画課 o（p042－438－4070）

中 学 生 の 職 場 体 験 にご協力を

平成23年度の検討結果 平成24年度の検討予定事項

庁内検討委員会
通学区域の見直し等に関する
保谷町・富士町・中町・東町
地域協議会

庁内検討委員会 建替準備検討協議会

通学区域の見直し等に関する
田無町・西原町・緑町・
芝久保町地域協議会

職場体験実施予定日
学校名 実施期間

田無第三中学校 06月06日㈬～08日㈮
保谷中学校 06月12日㈫～14日㈭
柳沢中学校 06月27日㈬～29日㈮
青嵐中学校 07月02日㈪～04日㈬
田無第四中学校 07月02日㈪～04日㈬
田無第一中学校 09月11日㈫～13日㈭
明保中学校 09月19日㈬～21日㈮
田無第二中学校 10月30日㈫～11月１日㈭
ひばりが丘中学校 10月30日㈫～11月１日㈭

学校施設適正規模・適正配置
に関する検討を進めています

詳しくは、会議開催前に市報や市kで案内します。

現在の通学区域
（変更前）

協議会での検討結果
（変更予定）
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【凡例】（児童数）
  ●600人以上
  ◆400人～600人
  ■400人未満

市内小学校通学区域図

スーパーマーケットでの職場体験の様子（昨年度）


